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 近年，3D プリント技術を使用した骨再生スキャフ

ォールドが注目されている．これは，任意の形状の

物体を形成できるためである．ただし，その際の原

材料はポリ乳酸（PLA）などの疎水性ポリマーであ

り，使用前に親水性処理が必要である．現在，NaOH

水溶液による処理が広く使用されているが，数時間

という非常に長い時間がかかる．

 我々は，大気圧プラズマジェット(APPJ)を用いて

このプロセス時間の短縮を目指している．なぜなら，

APPJ によって生成されるプラズマ弾丸が連続多孔

質体であるスキャフォールドの中を伝播し，内部を

親水化すると期待されるからである．しかし，単純

な APPJ 照射ではそれを実現できない．なぜなら，

大気中でスキャフォールドに APPJ を照射するだけ

では，低コンダクタンスのスキャフォールド内部を，

弾丸伝播に必要なヘリウム純度（約 99％以上）にできないからである．

 我々はこの問題点を解決するために，図 1 のように，スキャフォールド内包したアクリル容器

内を大気圧高純度ヘリウムガスで置換し，容器の外側から He-APPJ を照射した（5 分間）．プラズ

マ弾丸は，誘電体板越しに伝播することが知られており[1,2]，本実験でも誘電体容器内のスキャ

フォールドを貫通するように弾丸が伝播した．その結果，重力下で水滴を滴下したときの PLA ス

キャフォールドの透水レートは，0 mL/s から 16.3 mL/s に向上した．講演では，本手法が適用でき

るスキャフォールドの空孔率の範囲や，その範囲を拡大するために講じた施策について発表する．
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図 1. 誘電体板越しに伝播するプラズマ

弾丸を用いた骨再生スキャフォール

ドの親水化処理の原理図．
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